
Fig.2. Surface SEM image of FTO/c-TiOx/m-

TiO2/MA3Bi2I9 film. 
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現在、次世代太陽電池の有力候補の一つであるペロブスカイト太陽電池のエネルギー変換効率は

25 ％を超え、実用化に近い段階に来ている。一方で、その光活性層であるペロブスカイト化合物材料に

は、環境や人体にとって有害な鉛が含まれており、実用化に向けた課題となっている。そこで、鉛に比

べて毒性の低いスズやゲルマニウムを用いたペロブスカイト化合物を用いた太陽電池について多くの

研究が報告されてきたが、これらは、大気中で酸化されやすく耐久性に関する問題点も指摘されている。

近年、毒性の低さと耐久性を両立させる化合物として、ビスマス系ペロブスカイト化合物を光活性層と

した太陽電池が検討されている。本研究では、有機カチオンとしてメチルアンモニウム(MA)、ハロゲン

にヨウ素を用いたビスマス系ペロブスカイト化合物 MA3Bi2I9薄膜を作製し、その構造、大気雰囲気下で

の耐久性および太陽電池特性について調べた。 

Fig. 1 に FTO/c-TiOx/m-TiO2/MA3Bi2I9薄膜の XRD プロファイルを、Fig,2に窒素雰囲気下で作製した同

薄膜の表面 SEM 像を示す。XRD プロファイルから MA3Bi2I9(六方晶系)が合成されていることが確認さ

れた。また、SEM 像より窒素雰囲気下で作製した試料においては、緻密な MA3Bi2I9 薄膜が成膜される

ことが分かった。 

耐久性および太陽電池特性に関する詳細な実験結果については当日報告する。 
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Fig.1. XRD patterns of FTO/c-TiOx/m-

TiO2/MA3Bi2I9 film. 
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